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多文化子育て調査概要 

調査目的：  多文化な子どもと保護者・保育者が共生する園生活や子育て生活、また日ごろの 

支援環境の実情を明らかにして、すべての子ども達へのより良い保育・教育環境 

づくりを目ざす。 

 

調査対象：  園児を抱える両親とも外国人、父母のどちらかが外国人、日本に帰化した人、 

あるいは、おもに養育するかたが外国につながる人。 

 

使用言語：  中国語、韓国・朝鮮語、タイ語、カンボジア語、フィリピン語（タガログ）、 

          ラオス語、ベトナム語、スペイン語、（ブラジル）ポルトガル語、英語、 

日本語、ルビつき日本語の 11 言語、12 種類。 

      

調査方法：  市区町村役所や園、関係諸機関のご協力の下、各使用言語数の調査後、 

調査票を園や関係機関を通しての留め置きによる任意郵送法。 

 

調査時期：  第１回調査（2000 年調査） 2000 年 2 月～ 9 月 

          第２回調査（2011 年調査） 2010 年 10 月～2011 年 3 月 

 

調査地域：  関東及び関西地区を中心とした全国各地 

 

調査項目： １．入所（園）情報の収集方法や入所前に必要であった情報など。 

         ２．園生活への順応や役に立ったこと、通園させて良かったことや 

園生活での気がかり、先生とのコミュニケーションの状況など。 

         ３．子どもの日本語能力の程度や友達との交流。保護者の社交外向性。 

４．子どもが病気のときのケアや対応。 

５．子育ての気がかりや子育て環境、育児観、育児情報源など。  

６．基本的属性（年齢、国籍、滞在期間、滞在理由、使用言語、就労状況、 

職種、家族構成、日本語能力、居住都道府県、子どもの年齢・性別） 

         ７．日本での子育てに関する提案などの自由記述。 

 

調査標本数：   2000 年度調査 2002 通（65 カ国籍） 

2011 年度調査  2065 通（77 カ国籍） 

            

注１ 本報告書での国籍・地域別の表記は、回答者が調査用紙に記入した名称を用いている。 

 注２ グラフ中の数値は、パーセントである。平均値の場合は表記した。 

 注３ 経年比較の横棒グラフでは、2011 年調査の数値が上位から高い項目の順に示している。 

 

 ※本研究は、平成 23～24 年度科学研究費助成研究『多文化子育て支援の研究 ―― 10 年後の経年比較調査と５つの

比較調査による情報共有化』(課題番号 23653253）の研究成果の一部である。  研究代表者： 山岡テイ 
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     日本・韓国・台湾・中国調査概要 

調査目的：  園児を保護者・保育者園生活や子育て生活、また日ごろの支援環境の実情を明らか

にして、すべての子ども達へのより良い保育・教育環境づくりを目ざす。 

 

調査対象：   園児の保護者 

 

使用言語：   日本調査： 日本語 

         韓国調査： 韓国語（ハングル） 

         台湾調査： 繁体字中国語 

         中国調査： 簡体字中国語 

 

調査方法：  おもに、調査票を園や関係機関を通しての留め置きによる任意郵送法。 

 

調査時期：  2012 年１月～４月 

          

調査地域：   日本調査： 東京首都圏と近郊３県 
  韓国調査： ソウル市と近郊 
  台湾調査： 台北市と近郊、台中市近郊 

           中国調査： 上海市と天津市と近郊 
 
※尚、同じ設問項目を用いた調査を日本では、1999年、韓国は 2004年、中国は 2000年、2006年に

上記の地域で実施した経年比較調査でもある。 
 

調査項目： １． 子どものしつけや生活習慣、教育方針 

         ２． 子どもの気になる生活態度や気がかり 

         ３． 子育て生活の受け止め方 

４． 毎日の子育てづきあい 

５． 活用情報源と信頼情報源の判断理由、高不安情報源など 

６． 保護者の成育歴（子ども時代に親から受けた養育態度） 

         ７． 子育て支援に関する提案などの自由記述 

８． 基本的属性（本人と配偶者の年齢、本人の就労状況、本人と配偶者の職種、 

最終学歴、同居家族構成、子どもの性別と年齢、子どもの通園施設と学年、続柄） 

       

調査標本数：   日本調査： 2220 通 

         韓国調査： 1164 通 

       台湾調査： 1340 通 

       中国調査： 1074 通 

 

※ 日本調査は第２章、韓国調査は第３章、台湾調査は第４章、中国調査は第５章、各国調査の比較は第６章に 

詳細があるので、各章をご参照いただきたい。 

※ 本報告書の本文や図表を引用の際は、出典を明示してください。 
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子どもの平均年齢は 3.7歳で、標準偏差は 1.5で

あった。男児は 52.5％、女児は 46.7％であった。 

子どもが通園していたのは保育所 91.2％、幼稚園

4.9％、認定こども園 2.9％であり、保育所が多文化

な子ども達の保育・教育を主に担っているといえる。 

子どもの通園期間は６ヵ月以下が 12.0％、７～11

ヵ月が 20.1％、1年以上が 65.8％であった。 

  
 

 

図 1-3 園への通園期間    
                           

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-2 通園状況 

N=2065 

 
 

N=2065 

 
 
                 
                  
 
 

保育所 

91.2 

幼稚園 

4.9 

認定 

こども園 

2.9 

その他 

0.5 通園して

いない 

0.5 

基本的属性 子どもの年齢・通園状況 

 

 

 

 

 図 1-1 子どもの年齢                         N=2065 
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0.1 

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 無答不明 

子どもの平均年齢は 3.7 歳 

多文化な子どもの保育・教育を主に担っている保育所 

 

3.8  8.2  20.1  23.0  42.8  2.0  

3ヵ月以下 4～６ヵ月 ７～11ヵ月 １～２年未満 ２年以上 無答不明 
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回答者のうち、母親 81.2％、父親 18.8％、その

他 0.9％であった。 

回答者の国籍は１位中国 30.1％、位日本 14.2％、 

３位フィリピン 13.1％、４位ブラジル・韓国 8.9％

であった。配偶者の国籍は１位日本 36.8％、２位中

国 20.8％、３位ブラジル 7.1％、４位韓国 6.4％、

フィリピン 2.6％と続く。合わせると 77ヵ国におよ

んでいた。 

回答者の国籍が日本のうち、中国語の質問用紙

17.7％、ルビつき日本語の質問用紙を 11.6％が使用

していた。日本国籍であっても母語は日本語ではな

いと思われる。家庭での使用言語は日本語 56.6％、

中国語 24.7％、ポルトガル語・英語 8.2％、韓国語

6.8％であったが、日本語が一番多く使われていた。 

回答者は、自分の日本語能力を「よくできる」

38.5％、「少しできる」38.6％、「あまりできない」 

16.6％、「ぜんぜんできない」2.0％と答えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1  日本語  56.6 

2  中国語 24.7 

3  ポルトガル語 8.2 

3  英語 8.2 

4  韓国語 6.8 

5  タガログ語 4.9 

6  スペイン語 3.8 

7  ベトナム語 0.9 

8  アラビア語 0.7 

9  バングラデシュ語 0.6 

9  タイ語 0.6 

表 1-2 家庭での使用言語    Ｎ＝2065 
 

回答者の国籍・家庭での使用言語 

 
 
      
     

 回答者の国籍（63) (％)  配偶者の国籍（62） （％） 

  中国 30.1  日本 36.8 

  日本 14.2  中国 20.8 

  フィリピン 13.1  ブラジル 7.1 

  ブラジル 8.9  韓国 6.4 

  韓国 8.9  フィリピン 2.6 

  ペルー 3.5  ペルー 2.5 

  タイ 1.7  アメリカ 1.2 

  アメリカ 1.6  ベトナム 1 

  ベトナム 1.4  バングラデシュ 0.9 

  インドネシア 1.1  イギリス 0.5 

  ボリビア 0.9  エジプト 0.5 

  台湾 0.8  ナイジェリア 0.5 

  バングラデシュ 0.8  パキスタン 0.5 

  その他 50 カ国 9.4  その他 49 カ国 6.9 

表 1-1 回答者とその配偶者の国籍 （上位 13 カ国とその他）    計 77 カ国 （Ｎ＝2065）  

 
 
 
 
 
                            
 
 
 
 
 
 
                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

回答者の 81.2%は母親、父親は 18.8% 国籍は合わせて 77 ヵ国 
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保護者の年代・職業・滞在年数  

 

 

 

図 1-4 保護者の年代                                         N=2065 

 
 母親の年代は 30 代が 57.5％で中心を占めている。一方、右側の父親の年代は 40 代以上が 33.6％で、3 人に 

1 人と高年齢であった。また、夫婦の年齢差は 10 年前の調査と比べると、15 歳以上の年齢差が 4.8％から 7.7％へ

上昇し、20 歳以上の年齢差も 1.6％から 3.4％と上がっており年齢差が開いた夫婦が増えていた。 
 

図 1-5 保護者の職業                           N=2065 

 

 母親は①会社員が 3 人に 1 人で最も多く、②販売・サービス、③専業主婦・無職、④自営業の順であった。父親

は①会社員がおよそ 2 人に 1 人で、②自営業、③技術・労務、④専門職の順で、無職が 2.4％いた。 

6.0  

18.6  

28.9  

28.6  

17.9  

無答不明 

40代以上 

30代後半 

30代前半 

10-20代 
母親の年代 

12.5  

33.6  

26.7  

19.5  

7.7  
父親の年代 

9.3  

1.8  

2.5  

4.0  

6.5  

7.8  

7.9  

9.4  

14.0  
36.7  

無答不明 

公務員 

学生 

自由業 

専門職 

技術･労務 

自営業 

専業主婦・無職 

販売・サービス 

会社員 

母親の職業 

13.7  

1.9  

2.6  

2.7  

4.2  

9.2  

13.8  

2.4  

4.1  45.5  

父親の職業 

父親の年代は３人に１人が 40 代以上、夫婦の年齢差が開いているのが特徴 

母親の職業は会社員、販売・サービス、父親は会社員、自営業、技術・労務の順 
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図 1-6 保護者の滞在年数 （11 カ国とその他： 2000 年調査）                   N=2002 

 

図 1-7 保護者 の滞在年数 （13 カ国とその他： 2011 年調査）                       N=2065 

  

2000年調査の滞在年数は中国 64％、ブラジル・ペルーの 7割以上が 3～10年未

満が中心。2011 年には、ブラジル・ペルーは 6 割前後が 10～20 年未満へと移行 
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 母親の就労状況は、母親の回答者 1676 人の内訳で

見ると、常勤 41.5％、パートやフリー44.2％で、2000 年

調査に比較して働く母親は 3.9 ポイント増加していた。 

  

図 1-10 保護者の居住地    

 

今回の回答者の主な居住地は、東京都 47.6％、大阪

府 14.0％、三重県 13.6％、神奈川県 6.3％、埼玉県

5.6％であった。 

東京都, 

47 .6 

大阪府, 

14 .0 

三重県, 

13 .6 

神奈川県, 

6 .3 

埼玉県, 5.6 その他, 

8 .8 

無答不明, 

4.1 

保護者の滞在理由・就労状況・居住地 

 

  

 図 1-8 保護者の滞在理由     

 
N=2002 (2000 年)  N=2065 (2011 年) 

保護者の滞在理由は「仕事」が 2000 年調査より 

8.6 ポイント増加していた。「結婚したため」、「家族 

の世話」も微増していた。一方、「生まれた国だから」 

は 2.1 ポイント減少していた。「その他」127 人の内、 

22％は「残留孤児関係者」であった。また、17.3％は 

「日本が好きである・日本で教育を受けさせたい」を 

滞在理由にあげていた (図は省略)。 

 

図 1- 9 母親の就労状況 

 
N=1642 (2000 年)  N=1676 (2011 年)                                                                  

26.2 

5.6 

30.7 

12.6 10.5 9.6 

34.8  

5.8  

33.4  

14.6  

8.4  
10.7  

仕事 留学･勉強 結婚した 

ため 

家族の 

世話 

生まれた 

国だから 

その他 

2000年 

2011年 

35.8 

46.0  

11.8 
6.3 

41.5 
44.2 

10.3 

4.1 

常勤 

（フルタイム） 

パートタイマー 無職または 

専業主婦 

無答不明 

2000年 

2011年 

  保護者の滞在理由は仕事が 8.6 ポイント増加、働く母親も 3.9 ポイント増加 
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保護者の入園に関する情報の入手先を複数回答

でたずねた。69.7％の保護者は「市役所・区役所な

どへ聞きに行った」と答えており、前回と同様トップ

であった。「園を直接訪ねる」は前回に比べて5.5ポ

イント上昇している。前回の設問項目にはなかった

「インターネット」からは9.8％が情報を得ている。「出

身国の友だち」や「日本人の友だち・知人」はやや減

少していた。この10年間に園独自のホームページ開

設が増えて、役所からも地域の園リストの詳細や子

育て情報がインターネットで公開されている。「その

他」の自由記述欄には、「配偶者が日本人だから」

や「上の子が行っていたので」と答えている保護者も

多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つぎに、入園前に欲しかった情報についてたずね

た（図1-12）。「役所（外国人登録）の母語による子育

て情報ガイド」や「保育所の所在リスト」は10年前と

変わらず、常に多文化な親が必要とする情報である。 

その一方で、「病院や保健所などの母語によるガイ

ドブック」、「子育て生活についての通訳サービス」や

「保育専門家の家庭訪問サービス」は、それぞれ、

やや減少していた。 

2000年の調査では、「入園前に欲しかった情報」

の各項目を、滞在年数別で調べた結果、滞在年数

が増すほど、数値が減少するという傾向が認められ

た。今回も同様の結果が得られている（詳細は次頁

を参照されたい）。 

  Data1   入園情報の入手先と入園前に欲しかった情報 
 

 

 

   図 1-11  入園情報の入手先                     図 1-12 入園前に欲しかった情報   

                                                

N=2002 (2000 年)  N=2065 (2011 年) 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市役所・区役所が最も多く、ついで保育園・幼稚園などを直接に訪ねている 
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滞在年数ごとに、入園前に欲しかった情報をみると、

「役所の母語による子育てガイド」は、3 年未満の保護

者の 55.9％が、また「病院･園の母語ガイド」は 43.0％、

そして「子育て通訳サービス」も 35.5％の保護者が希

望していることが示された。これらの項目は滞在年数

が増すにつれて数値は減少している。一方、「保育所

などの所在リスト」と「保育専門家の家庭相談」は、滞

在 20 年以上でやや減少はするが、大きな減少は認め

られなかった。個々の数値や傾向は 2000 年調査と同

様であった 

来日して間もない保護者は勿論のこと、10年～20年

を経過しても、依然として多くの保護者が「母語の情報」

や「保育所などの所在リスト」を要望していることがわ

かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、「その他」として138人が記述していた。入園

に必要とされる書類・申し込みの時期・入園条件・優先

順位・待機状態の情報など、数多い記載がなされてい

た。回答者の多くは出身国とは入園条件の異なる地で

の初めての子どもの入園で、母語での情報の少ない

状況の中、種々の戸惑いがあったことが察せられる。 

具体的には「入園条件や点数化の仕方に関する説

明が欲しい」、あるいは「区役所から保育園、幼稚園の

具体的な入園情報の提供（何時、何歳、入園条件など）

が欲しかった。」など、「保育園に入園するためのノー

ハウ」が知りたかったと多くの保護者が訴えている。 

日本の保育所のシステムや保育方針、保育所と幼

稚園の違い、各幼稚園・保育所の特色など具体的な情

報を求めている。 

滞在年数が増すほどに欲しかった情報は減少している 

図 1-13  滞在期間別欲しかった情報 

  

Ｎ＝93（0～3 年未満)、771(3～10 年未満)、781(10～20 年未満)、281(20 年以上)、N= 1926(全体) 
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43.0 
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よる子育てガイド 
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回答者数の多い 6 地域について調べた結果、地域

によって大きな違いがあることがわかった。 

図に示されたように、「特に困ったことがなかった」と

「就労と入園の関係」や「希望園に入園できなかった」と

は逆関係になっている。愛知県、三重県では、「困った

ことがない」以外の全ての項目で、低い値を示している

ことがわかる。入園希望者に対して保育園数が満たさ

れている結果と考えられる。また「入園までに時間がか

かった」は、埼玉県で特に高く、東京、神奈川、大阪と

続いていた。それぞれに地域における保育所の待機

児童数など、保育行政と関連していると思われる。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

困ったことの回答には、「その他」として、60 件の記

載があった。その中から具体的なものを以下に紹介し

たい。「保育園の申請方法がわからなかった。とても戸

惑った。」「最初は毎月いつでも入園申請が可能だと思

ったが、年始めに 1 度しかないと知ってあわてた。特に、

1 月に出産だったので一次申請には間に合わず…や

はり妊娠中の事前情報が必要だと思う。」「妊娠が分か

った段階（2 月頃）に園を探したが、入園申込が前年の

11月までだったため、待機となった。入園する月の1日

の段階で生後2ｹ月（約8週）となっていないと入園でき

ず、産休明け直後は他の園の一時保育制度を利用し

た。」 

図 1-14  入園にあたって困ったこと （地域別）      

 

    N＝東京都（939）、神奈川県（123）、埼玉県（104）、愛知県（68）、三重県（264）、大阪府（240） 
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10.0 

16.3 

11.6 11.5 

19.8 

5.6 

16.5 
19.9 

27.7 28.5 
31.0 

41.6 
45.0 

31.7 

東京都 神奈川県 埼玉県 愛知県 三重県 大阪府 

就労と入園の関係 入園するまでに時間がかかった 
希望園に入園できなかった 日本語での情報収集 
特に困ることがなかった 

Data2 入園にあたって困ったこと 

入園にあたって困ったことは地域によって差がある 

東京都・神奈川県・大阪府の都市部は「就労と入園の関係」が高かった 
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今回の調査では、子どもが園生活に慣れていると答

える割合が多く（とても慣れている 76.6％、少し慣れ

ている 20.3%、あまり慣れていない 1.2％）であり、前

回調査に比べて慣れているという回答が増えている。 

「お子さんが園の生活に慣れるために役にたったこ

とは、どのようなことか」（複数回答可）という質問に

対する回答が図 1-15である。 

まず、半数近くが「子どもの適応力」をあげている。

子どもの持つ柔軟な適応力が園生活に慣れることにつ

ながったことがうかがえる。保護者もまた子どもが 

園生活に慣れるように様々な努力をしているが、保護 

者にとっては、自分の努力以上に園側の様々な配慮が 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印象に残っているようである。前回調査と比較すると、

「園の先生が子どもに対して、とくに配慮してくれた」

（2.6 ポイント上昇）、「園の先生があなたと連絡を親

密にとってくれた」（3.2ポイント上昇）、「園の先生が

子どもに母語で言葉かけをしてくれた」（4.8ポイント

上昇）という先生による子どもや保護者に対する配慮

が増していることがわかる。 

前回調査から今回の調査までの間に多文化理解の重

要性が浸透したことや、児童福祉法の改正、保育所保 

育指針の改訂に伴い、保育士や保育所の業務として「保

護者への支援」が明文化されたことも影響していると

考えられる。 

Data3  園生活に慣れるために役立ったこと 

 

  

 

図 1-15 園生活に慣れるために役立ったこと                             

5.4
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32.7

30.7

39.7

44.0 

先生が国や文化をこども達に紹介

園の先生が母語を学ぶ努力

国の生活や文化などを話す機会

園の先生が母語で言葉かけ

保護者や子ども達の話しかけ

子どもが慣れるように親が努力

先生が親密に連絡

先生がとくに配慮

子どもの適応力

2000年

2011年

 
N=2002 (2000年)  N=2065 (2011年)                                

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 

子どもの適応力、先生による配慮、保護者の努力がそれぞれ大切 
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滞在年数別に園に慣れるために役立ったことを示し

たものが表１－３である。大半の項目において、滞在

年数の短い保護者が高い値を示しており、園に慣れる

ための努力や配慮を必要としている現状がみてとれる。

また滞在年数が３年未満の保護者の回答率がとくに高

いものとして「先生がとくに配慮」「先生が親密に連絡」

「園の先生が母語で語りかけ」の３項目が挙げられる。

園（先生）側の配慮が園生活に慣れるために重要であ

ることがわかる。 

 園（先生）側の配慮とは、具体的にどのようなもの 

であろうか。「園の先生の配慮」に関する自由記述は

157件あり、「分け隔てなく接してくれた」と「とくに

配慮してくれた」という二通りのとらえ方があった。 

◉「分け隔てなく接してくれた」 

「園では、外国人の子供も日本人の子供もわけへだて

なく皆一緒に生活しています、それが一番だと思いま

す」や「先生方や友達が特別扱いしないで普通に接し

てくださった事」、「外国人としてではなく、他の日本

の子どもと同様に扱って欲しいです」などである。保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

護者の考え方にもよるが、多文化な背景を有すること

を必要以上に意識しない、させないという形の配慮を

望む保護者からの意見であろう。 

◉「特に配慮してくれた」 

「説明などは簡単なことばで、丁寧にわかるまで説

明してくれた」など、実際に説明内容が理解できると

いうことだけでなく、保護者にわかるように伝える努

力をしている園側の姿勢は、保護者にとって心強いも

のであるといえよう。 

さらに保育の中で多文化理解への配慮がなされてい

る記述もみられる。「前園長先生が世界にはいろんな肌

の人がいるという意味で黒人の赤ちゃん人形をおもち

ゃに入れてくださいました」というように多文化理解

への具体的な行動も重要であろう。 

 このように、園側による母国の文化を尊重する姿勢

と、保護者が必要としている配慮事項を的確に読み取

り、かかわろうとする姿勢が、保護者と園との信頼関

係を構築し、園の生活に慣れることに良い影響を及ぼ

すことにつながっていると考えられる。 

3年未満

(N=93)

3～10年

未満

(N=771)

10～20年

未満

(N=781)

20年以上

(N=281)

先生が特に配慮 61.3 48.0 38.7 29.5

子どもの適応力 50.5 49.3 48.0 44.1

先生が親密に連絡 48.4 37.2 33.9 23.5

子どもが慣れるように親が努力 44.1 38.1 32.1 18.9

園の先生が母語で語りかけ 26.4 11.5 9.0 7.8

保護者・子の語りかけ 17.2 17.6 16.6 11.0

国の生活や文化などを話す機会 11.8 7.4 5.2 2.8

園の先生が母語を学ぶ 11.8 6.6 6.8 4.3

先生が国や文化を子どもたちに話す機会 8.6 6.9 4.6 1.8  
表1－3 園に慣れるために役立ったこと（滞在年数別） 

保護者や子どもの状況を理解し、必要に応じた援助をすることが肝要 

園では、多文化（保護者の母国の文化）を尊重する配慮がなされている 
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「保育園（幼稚園・認定子ども園）の先生とのコミ

ュニケーションがうまくいっているか」という質問に

対しては、84.8％の保護者がうまくいっている（とて

もよい、よい）と回答している。園の先生との関係が

良いと答えた保護者のコミュニケーションの具体的な

方法（複数回答可）を図 1－16に示した。第１位は「先

生から話しかけてくれる」（71.6％）であり、園の先生

からの積極的なかかわりがあることがわかる。また保

護者の側からも「先生に話しかける」（58.4％）「行事

などに積極的に参加する」（41.1％）というように園側

とのコミュニケーションを図ろうとする姿勢がみられ 

る。このように園とのコミュニケーションがうまくい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くためには、園と保護者が互いに協力しあうことが必

要である。 

 一方で、先生とのコミュニケーションがうまくいっ

ていないと答えた保護者（10.3％）は、その原因とし

て「日本語ができない」（46.4％）「連絡帳や園便りが

読めない」（41.0％）「自分が忙しくて話ができない」

（23.0％）「先生がいつも忙しそう」（9.2％）「先生が

避けている」（6.5％）といったことを挙げている（複

数回答可）。日本語があまりできない保護者ほど先生と

のコミュニケーションがうまくいかないことも確認さ 

れており、保護者の日本語能力が園の先生とのコミュ

ニケーションの「壁」になっていることがうかがえる。 

Data4  園の先生とのコミュニケーション 

 

  

 

図 1-16 園の先生とのコミュニケーション（とてもよい＋よい） 

 
                                      N=1751(全体) 

                                                              

 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
               

多くの保護者がコミュニケーションをとれていると感じている 

コミュニケーションの「壁」は保護者の日本語能力 
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3年未満

(N=79)

3～10年

未満

(N=652)

10～20年

未満

(N=696)

20年以上

(N=263)

先生から話しかける 75.9 69.6 71.5 75.7

先生に話しかける 62.0 55.3 60.1 59.3

行事などに積極的に参加 35.4 41.4 43.8 36.1

連絡帳などを利用する 30.4 38.0 38.8 40.3

通訳を介して話す 22.8 5.4 4.1 1.1
 

表 1-4 コミュニケーションが良い理由（滞在年数別） 

 

 

今回の調査の結果を回答者の滞在年数別に調べた結

果、滞在年数により必要となる配慮すべき点の違いが

みえてくる。 

 表 1-4は園の先生とのコミュニケーションが「良い」

理由を滞在年数別で示している。「先生から話しかけ

る」や「先生に話しかける」といった項目については

滞在年数による差は少ない。一方で滞在年数３年未満

の群では「通訳を介して」が高い値を示している。  

次に、園の先生とのコミュニケーションが「良くな

い」理由を滞在年数別で示したのが表 1-5である。滞

在年数が３年未満の群は「連絡帳や園便りが読めない」

「日本語で話しかけられない」といった言語の壁がコ

ミュニケーションの阻害要因になっていることがわか

る。しかしながら、滞在年数が長くなるにつれ、「保護

者自身の忙しさ」といった言葉以外の要因が目立つ。 

その他として書かれていたのは 78件であった。コミ

ュニケーションが良い方の回答者 38件、よくない方が

40件であった。それらの意見から援助について考えた

い。 

連絡帳に関する記述「連絡帳は非常に役に立ちます」

「連絡帳を楽しみにしています」など、連絡帳の大切

さは認識する一方、「連絡帳が読めない」「連絡帳が書 

けない」「難しい言葉を未だ理解できない」「ひらがな 

かカタカナで書いてあれば、だいたい理解できるけど、 

 

 

 

 

 
 

3年未満

(N=18)

3～10年

未満

(N=132)

10～20年

未満

(N=81)

20年以上

(N=10)

連絡帳や園便りが読めない 61.1 40.2 37.0 30.0

日本語で話しかけられない 72.2 51.5 39.5 0.0

自分が忙しくて話しができない 5.6 19.7 29.6 50.0

先生がいつも忙しそう 5.6 8.3 11.1 10.0

先生が避けている 5.6 6.8 4.9 6.2
 

表 1-5 コミュニケーションが良くない理由（滞在年数別） 

 

 

スペイン語で書いてあれば、大変助かる。正確に理解

できるから。」といったように日本語能力に応じた援助

が必要であることがうかがえる。 

通訳・翻訳の必要性に関する記述「簡単なことは直接

先生と交流できるが、複雑なことは通訳が必要」「大事

なことがあれば先生から知らせてくれます。大事なお

知らせがあれば、日本語がかけないので、私は直接先

生に云います。理解できないことがあるとサポートし

てくれる通訳がいます。」など通訳に頼むことのできる

園もあることを示している。一方、通訳を頼めない保

護者からは「日本語で書かれているものは全く読まな

いので、持って行かなければならない物を持たせなか

ったり、行事に参加できなかったりしています。全て

のお知らせが、ポルトガル語訳が必要だと思います。」

といった保育に支障をきたす深刻な状況も生じている。 

このように、園の先生とのコミュニケーションにお

いて言語の壁は大きな問題である。「私が話さない時は

先生が、私が理解するまで説明をしてくれます。お知

らせなどは先生がひらがななどで書いてくれて、私は

頑張ってひらがなで返事を書いています」という記述

のように、園と保護者が相互の努力することが望まし

い。しかし、特に滞在年数の短い保護者に対しては日

本語を学ぶ機会を設けたり、通訳をつけるといった自

治体側の努力も不可欠であろう。 

先生とのコミュニケーションは園と保護者が相互に努力 

通訳・翻訳の必要性、滞在年数 3 年未満の回答者は言葉が壁 
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「お子さんを保育園（幼稚園・認定子ども園）

に通わせていて、どのようなことが良かったと 

思いますか。」という質問に対する回答が図 1－17

である。 

 第１位は「同じ年頃の子と一緒に遊べる」

（85.0％）、第２位は「働いたり、勉強する時間がも

てる」を（66.5％）、第３位は「保育内容やイベントを

楽しんでいる」（66.4％）といったように、日本人家

庭にも共通して言えることが上位に挙げられてい

る。その上で、第４位に「子どもが日本語を覚えら

れること」（57.6％）も多くの保護者が通園させてよ

かったこととしてあげている。園での遊びを中心と 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

した生活の中で、自然と日本語能力が身に付くこ

とは通園する大きなメリットであるといえよう。 

 また「その他」としてあげられたことの中には、

「一人っ子なので異年齢交流ができる」という子ど

もの成長に関すること、「トイレトレーニングなどす

べて保育所でできた」、「子どもの生活リズムが整

ってきた」等、生活習慣の面におけるメリット、そし

て多文化な背景を有する保護者らしい回答として

「給食で日本食に慣れつつあること」といった園生

活を通して、普段家庭では身に付けにくい日本の

文化について学んだり経験したりすることができる

という指摘もみられた。 

  Data5  通園させてよかったこと 

 

 

 

 

図 1-17  通園させてよかったこと （とてもよい+よい）                                            

 

(N=2065) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１位は「同じ年頃の子と一緒にあそべる」こと。 

 園生活を通して、日本語や生活リズムを身に付けることができることもメリット 
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言葉である程度の意志疎通が可能となる２歳以上

の子どもに限定して子どもの日本語能力についてみて

いくと、「よくできる」（55.4%）「少しできる」（30.3%）「あま

りできない」（7.1%）「ぜんぜんできない」（1.9%）「無答不

明」（5.3%）となっている。 

子どもの日本語能力は、通園期間が長くなるほど向

上する傾向がみられており、また子どもの日本語能力

があがるほど、園での生活に慣れていると答える割合

も高まっている。園生活を通して、日本語を学び、日本

語を習得することで、園生活に適応していく子どもたち

の姿を看取することができる。子どもの遊び相手につ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いて示したのが図 17 である。「日本人の子ども」、母国

が「同じ国の子ども」と比較すると、若干日本人の子ど

もと一緒に遊ぶことが多いようである。しかし、図 18 で

子どもの日本語能力ごとにみていくと、子どもの日本

語能力と、日本人の子どもと遊ぶかどうかには相関が

あり、日本語ができる子どもほど日本人の子どもと遊

んでいる割合が高く、日本語ができない子どもは日本

人の子どもとは遊ぶことが少ないという結果がでてい

る。子どもたちが、遊びを通して日本語を習得すること

を考えると、国籍にとらわれず十分に遊べる環境を用

意することが大切であるといえる。 

  Data6  子どもの日本語能力と遊び相手 

 

      

 

 図 1-18 子どもの遊び相手                                                          

 

 

  

 

                                                                         

図 1-19 子どもの日本能力と日本人の子どもの遊び相手                     N=1822      

                                                     

   

 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 （N=1776） 

 
                                                                                 N=1776 

45.6  

13.9  

2.2  

0.0  

24.6  

33.7  

17.9  

8.6  

17.5  

31.4  

43.3  

34.3  

12.4  

21.0  

36.6  

57.1  

よくできる 

少しできる 

あまりできない 

ぜんぜんできない 

よく遊んでいる 少し遊んでいる あまり遊んでいない ぜんぜん遊んでいない 

 

19.7 

29.5 

29.0  

25.2 

23.8 

22.8 

20.4 

16.9 

0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1

同じ国の子ども達 

日本人の子ども達 

よく遊んでいる 少し遊んでいる あまり遊んでいない ぜんぜん遊んでいない 

        子どもの日本語能力は、在園期間に比例して伸びている 

今     日本語能力が高まるほど、日本人の子どもが遊び相手となる 
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今回の保護者の子どもは第１子 58.0％、第２子以降

29.0％であり、子どもの園生活を初めて体験する保護

者が多かった。 

「裸足や薄着」が１位 30.9％で、２位「いじめ」30.0％

となり、2000 年調査と順位が入れ替わっている。また、

前回第６位であった「日本人保護者とのつきあい」

17.6％が３位に上昇している。４位以下では、「準備す

るものが多い」「日本の食べ物に慣れすぎている」「参

加行事が多い」「食事の材料や味が違う」「園での昼寝」

は前回に比べて減少していた。 

「規則や指示」「しつけや教育」「宗教と食物」や「アレ

ルギー・アトピー」などは微増している。 

「その他」には、「裸足保育・薄着」について「園で薄着 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の習慣をすすめるが、風邪の引きやすさと厚着に関係

があるのでしょうか？」とか「裸足がとても気になる」な

どの意見も寄せられていた。靴や靴下を室内で履いて

いる国で育った環境や薄着に慣れていない気候風土

の出身の保護者がいるので、それぞれの文化背景や

習慣について、お互いがさらに一層の理解を深め合い

たい。 

「いじめ」については、「子どもの日本語が不得手で

ある」や「外国人だから」との理由でいじめられている

のではとの心配が記されていた。 

その他、「園と家庭の育児観の違い」や、「異なる宗教

行事へ参加」「園での怪我や病気感染」「事故や安全面」

など心配は多岐にわたっていた。 
  

Data7   園での気がかり 
 

保護者の３割が園での気がかりは「裸足保育・薄着」と「いじめ」  

「裸足保育・薄着」の気がかり４ポイント、「日本人保護者とのつきあい」３ポイント増加 

図 1-20  園での気がかり 

 

                              N=2002 (2000 年）  N=2065 (2011 年) 
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宗教と食べ物 

園での昼寝 

しつけや教育 

規則や指示が多い 

食事の材料や味が違うこと 

参加行事が多い 

日本の食べ物等に慣れすぎ 

準備するものが多い 

日本人保護者とのつきあい 

いじめ 

裸足保育や薄着 

2000年 

2011年 
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「裸足保育･薄着」を第 1 位に挙げている国･地域

は、中国･日本･韓国・ペルー･ボリビア・台湾などで

あり、2 位に挙げた国はブラジル･ペルーである。 

「いじめ」を 1 位に挙げた国はフィリピン・ブラジル・ベ

トナム・その他の国で、2 位に挙げた国は日本･韓

国･ペルー・タイ・ボリビア・台湾である。 

「日本人保護者との付き合い」を 1 位に挙げた国

はタイで、約半数の保護者が戸惑いを感じている。 

２位にはフィリピン・アメリカが挙げている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「宗教と食事」を 1 位にあげている国は、インドネシ

ア・バングラデシュで、この両国は「食事･味違う」ことも、

気がかりの 3 位にあげている。また、アメリカは「準備

が多い」を１位に挙げている。 

園での気がかりとして、アメリカ・インドネシア以外の

国・地域の保護者が「裸足保育･薄着」あるいは「いじ

め」を 1 位あるいは 2 位に挙げている。このように、園

の気がかりは保護者の文化背景によって異なってい

る。 

  

13 カ国の国籍別の園での気がかり上位 5 項目 

保護者の文化背景によって気がかりは異なっている 

                                                             

表 1-6  国籍別子育ての気がかりの上位５項目 （上位 13 カ国とその他）                   N=1985 
 

 
 
 
 

  

順
位

    中 国
    （622人）

      日 本
     (294人）

   フィリピン
   (267人）

    韓 国
   （184人）

   ブラジル
   （182人）

    ペルー
    （72人）

      タ イ
    （35人）

裸足保育・薄着 裸足保育・薄着 いじめ 裸足保育・薄着 いじめ 裸足保育・薄着 日本人保護者

1 46.5 20.7 33.3 29.9 50.5 33.3 45.7

いじめ いじめ 日本人保護者 いじめ
裸足保育・薄
着

いじめ いじめ

2 36.7 17.7 26.2 22.8 44 20.8 28.6

日本人保護者 準備多い 準備多い 日本人保護者 日本人保護者 日本人保護者 参加行事多い

3 19.5 17 18 21.2 16.5 16.7 14.3

準備多い 参加行事多い 参加行事多い 日本言葉･食物 日本言葉･食物 参加行事多い

4 17.5 15.6 15 15.8 15.4 12.5

日本言葉･食物 規則や指示
裸足保育・薄
着

準備多い
参加行事多
い、食事味違
う

しつけ教育、
昼寝

11.4

18 8.8 12.4 15.2 9.9 11.1
順
位

   アメリカ
   （33人）

    ベトナム
    （28人）

インドネシア
    （23人）

    ボリビア
     （18人）

バングラデシュ
     (17人)

     台 湾
    (16人）

   その他
   （194人）

準備多い いじめ 宗教と食事 裸足保育・薄着 宗教と食事 いじめ

1 33.3 28.6 52.2 38.9 82.4 25.3

日本人保護者 裸足保育・薄着 しつけ教育 いじめ
裸足保育・薄
着

裸足保育・薄着

2 27.3 25 21.7 22.2 58.8 25.0 22.7

日本言葉･食物 食事味違う

3 21.2 35.3

規則や指示 21.4 17.4 参加行事多い 15.5

4 18.2 29.4 18.8

5 裸足保育・薄着 食事味違う

日本人保護
者、裸足保

育・薄着、準
備・参加行事

多い

5.6

いじめ 参加行事多い 食事味違う

15.2 7.1 13 23.5 12.5 14.1

準備多い、日本
言葉・食べ物、
参加行事多い、
規則や指示、
しつけ教育

準備多い、日本
言葉・食べ物

日本人保護者、
準備多い

裸足保育・薄
着、準備多い

いじめ、日本人
保護者

準備多い、日本
言葉・食物

いじめ、食事
味違う

5
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園に子どもを預ける保護者の悩みの大きな部分を

占めるのが、子どもが病気になった時の対処の仕方で

ある。図 1-21 に「病気のとき誰がみるか」という問いの

経年比較を示した。「無理をしてどちらかが休む」や「休

めず頼めず困っている」保護者は 10 年前より増加して

いた。とくに「休めず頼めず困っている」保護者は 8 人

に１人であった。また「園に連れて行く」や「兄弟姉妹が

みる」など苦労している様子がうかがえる。 

「その他」の自由記述欄に記された内容で最も多い

依頼者は「祖父母」が 43.4％であった。これは配偶者

が日本人である場合や、出身国の親と同居している場

合である。その一方でひとり親家族やその他の事情で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

頼める人が周りにいない保護者は深刻な状況にある。 

「誰にも頼めないので病気の子どもに留守番をさせて

しまった」と記した保護者達もいた。その他「頻繁に休

むと解雇される」「職員が足りないので会社に電話をす

るのが恥ずかしい」など働く厳しい現実も示されている。   

今回の調査では、「その他」の欄に、預け先として 20％

が「病児保育所やファミリーサポート、子育てファミリー

センター」などの活用をあげていた。このような施設・

制度がある一方、「病児保育所を探すのは大変」や「病

児保育所は利用料が高く利用できない」とも記されて

いた。身近で活用しやすい施設や制度のさらなる設置

や普及が求められている。 

 Data8   子どもが病気のときのケアや対応 

 

 

 

 

 

 図 1-21 病児保育の悩み 

  
                                      N=2002 (2000 年)  N=2065 (2011 年) 
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58.4

休めないので兄弟姉妹がみる

休めないので園に連れて行く

休めないので知人に頼む

休めず頼めず困っている

家にいるほうが世話

無理をして仕事を休む

親のどちらかが仕事を休む

2000年

2011年

「無理をして休む」33.1％、「休めず頼めず困っている」12.6％へと 10 年前より悩み 

は増加傾向。その一方で、病児保育の施設・センターなどの利用も増えている 
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子育てをしている中で、しつけや教育などの悩み

や気がかり 18 項目の中から複数回答してもらい、さ

らに、現在最も気になっていることをひとつあげても

らった。 

 第１位は「母語の教育や文化を学ばせること」

15.3％、第２位「少食や食べ物の好ききらいがある」

8.6％、第３位「病気やケガ」8.1％、第４位「子どもの

教育費などお金のこと」6.2％、第５位「子どものほめ

方、叱り方」5.9％であった。以下、「言葉の発達が遅

れている」5.3％、「友だちと仲良く遊べること」4.8％、

「気になる癖（指しゃぶり、爪かみ、布しゃぶり）」

4.1％、「決まった時間に朝起きたり、夜寝たりできる

こと」3.1％、「アトピーや喘息などアレルギー」2.6％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

と続く。複数回答の結果と同様に、「母語の教育や

文化を学ばせること」が第１位にあげられ、２位以下

の項目との差が大きい。 

気がかりの複数回答の順位と、最も気になってい

ることひとつだけに絞り込んだ順位を比較した。悩

みが先鋭化されているのは、「言葉の発達が遅れて

いる」であり、複数回答では第 13位が、ここでは６位

と大きく上昇していた。同様に複数回答では７位の

「子どもの教育費などお金のこと」は、第４位にあげ

られており、前回調査よりも2.3ポイント上昇している。

また、一番の気がかり 10 位の中で、増減ポイントが

最も高かった。このことは、今日の社会経済の悪化

状況をも明示していると考えられる。 

 Data9   子育ての一番の気がかり 

 

     

  

 

 図 1-22 子育ての一番の気がかり  上位 10 項目 

      

        

                                  N=2002 (2000 年)  N=2065 (2011 年) 
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母語の教育や文化 

2000年 

2011年 

母語や文化の教育・食事・病気やケガが最大関心事の上位３位 

今回は子どもの「教育費」が 2.3 ポイント上昇し、経済負担が高まる 
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子育てをしている中で、しつけや教育などの悩みや

気がかり 18 項目の中から複数回答してもらった。 

第１位は「母語の教育や文化を学ばせること」35.1％で

あり、第 2 位「少食や食べ物の好き嫌いがある」31.7％、

第 3 位は「病気やケガ」27.5％、第 4 位「子どものほめ

方叱り方」26.7％、第 5 位「友だちと仲良く遊ぶこと」

25.6％であった。以下「遊んだ後のかたづけ」23.9％、

「教育費など経済的なこと」21.7％、「決まった時間に朝

起きたり、夜寝たりできること」21.6％、「周りの人への

あいさつ」20.8％へと続いていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国によって人数に差があるが、国籍別に子育ての気が

かりを分類した。人数が多かった順で「上位 13 カ国と

その他の国籍」の上位 5 項目を示したのが表 1-7 であ

る。第１位は、中国・韓国・アメリカは「母語の教育と文

化を学ばせること」、タイ・ベトナム・インドネシア・ボリ

ビア・バングラデシュ・台湾は「少食や好き嫌い」、日本

は「ほめ方叱り方」、フィリピンは「病気やケガ」、ブラジ

ルは「約束を守ること」、ペルーは「遊んだあとの片づ

け」であった。このように、国籍によって気がかりの順

位は異なっていた。 

 

表 1-7  国籍別子育ての気がかりの上位５項目 （上位 13 カ国とその他）      数値は％    N=2065 

 

順
位

    中 国
    （622人）

      日 本
     (294人）

   フィリピン
   (271人）

   ブラジル
   （184人）

    韓 国
   （184人）

    ペルー
    （73人）

   アメリカ
   （33人）

母語や文化 ほめ方・叱り方 病気やケガ 約束を守る 母語や文化 かたづけ 母語や文化

1 49.2 36.1 37.3 32.6 45.7 21.9 54.5

病気やケガ 母語や文化 少食・好き嫌い 友達と仲良く ほめ方・叱り方 少食・好き嫌い かたづけ

2 37.3 32.7 32.5 29.3 39.7 食事中の行儀 27.3

少食・好き嫌い 少食・好き嫌い 寝起きの時間 教育費など 少食・好き嫌い 20.5 友達と仲良く

3 36.8 31.0 28.0 28.8 31.5 寝起きの時間

友達と仲良く かたづけ 教育費など 母語や文化 友達と仲良く トイレでの排泄 食事中の行儀

4 32.3 29.3 22.9 25.5 29.3 ほめ方叱り方 21.2

ほめ方・叱り方 病気やケガ かたづけ ほめ方・叱り方 寝起きの時間 友達と仲良く

5 31.4 25.2 21.8 22.8 26.6 寝起きの時間

19.2

順
位

      タ イ
    （36人）

    ベトナム
    （28人）

インドネシア
    （23人）

    ボリビア
     （18人）

バングラデシュ
     (17人)

     台 湾
    (16人）

   その他
   （195人）

少食・好き嫌い 少食・好き嫌い 少食・好き嫌い 少食・好き嫌い 少食・好き嫌い 少食・好き嫌い 母語や文化

1 38.9 50.0 39.1 38.9 58.8 37.5 34.4

母語や文化 言葉の発達 食事中の行儀 かたづけ 病気やケガ 教育費など 少食・好き嫌い

2 36.1 35.7 39.1 27.8 58.8 37.5 27.2

教育費など あいさつ 病気やケガ トイレでの排泄 母語や文化 病気やケガ かたづけ

3 30.6 母語や文化 母語や文化 病気やケガ 52.9 寝起きの時間 24.1

言葉の発達 32.1 友達と仲良く 気になる癖 教育費など 気になる癖 教育費など

4 27.8 気になる癖 母語の教育 35.3 31.3 21.0

食事中の行儀 病気やケガ 30.4 教育費など 約束を守る 病気やケガ

病気やケガ 28.6 言葉の発達 寝起きの時間 20.5

5 友だちと仲良く 言葉の発達

かたづけ 29.4

25.0

22.2

13 カ国の国籍別の子育ての気がかり 上位 5 項目 

国籍によって気がかりの順位は異なっている 
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● 母語を学ばせたいが・・・ 

「大半保育所で過ごすから、スペイン語より日本語の

方ができてしまう。スペイン語で話しかけても、日本語

に頼る。」              （3 歳・ボリビア・39 歳） 

● 母語・母文化を教える時間がない 

「私が一番心配かつ関心があることは、子どもが理解

できるような母語・母文化を教える時間がないことで

す。」                 （４歳・ベトナム・37歳） 

● 言葉の遅れが心配 

「言葉が遅いこととポルトガル語の理解が不足している

ことが感じられます。娘は一日中日本の保育所にいる

のでどうすればいいかわかりません。」   

  （４歳。無記入・29 歳） 

● 親子のコミュニケーンが心配 

「親子の間でのコミュケーションはスムーズでないとい

けない。私の子どもが日本人に囲まれている時間が多

いからスペイン語をしゃべらなくなってとても心配して

いる。なぜなら、彼が話してくれることを私は 100％理

解できなくて、たまに話しかけても反応ないから。」                     

（４歳・ペルー・35 歳） 

● 好き嫌いや少食が心配 

「食べる量が少ない、食べてみた事もないのに見た目

で嫌な物は食べない事です。」 

（5 歳・中国・38 歳） 

● 子どもが病気のときに頼れる人がいない 

「保育園で色々な病気をしょっちゅうもらってくる。しば

らく登園できない病気など、周りに頼れる人（世話をし

てくれる人）がいないので、仕事の調整が大変。」  

           （2 歳・リベリア・30 歳） 

「子供は病気になりやすく、もし病気になった時にはお

世話をしてくれる人が誰もいなくて困っています。」 

(１歳・スリランカ・29 歳) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 病気が心配 

「もらってくる病気とかが心配。自分の国でも聞いたこ

とないので、どう対応すればいいかわからない。日本

には私の国にない病気もある。同じ病気でも対応が違

うときもある。」            （５歳・ペルー・34歳） 

● 教育費が悩み 

「ここ数年の不況で給料は大幅に下がっていますが、

保育所や民間の学校の授業料などの金額は何も変わ

っていません。」          （６歳・ブラジル・47歳） 

「子供の教育費が高すぎること」 

（４歳・タイ・36 歳） 

「教育費、学習用品が高すぎます。ここではブラジルと

違って無料の学校がないのです。」 

（６歳・ブラジル・46 歳） 

● 経済的なこと 

「日本の物価が高い、本当にお金がかかります。」 

（３歳・ﾌｲﾘピン・39 歳） 

「子どもが大きくなるにつれて高くなる子育て費用が心

配です。」             （６歳・ブラジル・35 歳） 

● ほめ方叱り方 

「子どものわがままを対する方法をどうしたらいいかわ

かりませんです。どんな風に叱ったらいい？どんな風

にほめたらいい？よくわかりません。」 

（3 歳・中国・36 歳） 

● 子育てを相談できる人がいない 

「私の親は他界し、子育てを相談できる人がおらず、夫

はなれない日本での生活や人からの偏見でのストレス

などから、お互いストレス発散する場がなく、いつも夫

婦ゲンカになります。そして、子供にきつく叱りつけてし

まっているので、本当に悩んでいます。」                            

(６歳・日本・31 歳) 

     

（子どもの年齢・国籍・保護者の年齢） 

子育ての一番の気がかりの具体的な内容  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

子育ての気がかりの中で、現在最も気がかりなことをひとつだけあげてもらい、 

その内容を具体的に記述してもらった。 以下にその記述内容一部を紹介する。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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日本での子育て生活を保護者はどのように感じてい

るのかを４段階でたずねて、「とてもそう思う」と「や

やそう思う」を合算した結果が図 1-23である。 

１位には「子どもを持つことで自分自身が成長した」

86.1％（2000年調査81.4％）、２位は「子どもには自

分以上の学歴をつけたい」74.1％（2000 年：69.8％）

と同じ順位であった。経年比較の結果では、上位 4位

までに「自分自身の成長や親として満足」など、子育

てを肯定的に受け止めている項目が２つあげられてい

ることは共通していた。 

全体的には、今回のほうが子育て不安感は減少傾向

にあった。「子どもが悪いと自分の責任のように思える」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は 5.2ポイント、｢子育てだけでは社会に取り残される」

は 9.2ポイント減っていた。また、「仕事や趣味など子

育て以外のことで充実感を感じる」は 9.5ポイント増

えており、保護者の居住年数の平均が前回よりも長く、

日本での生活に慣れていることも一要因であろう。 

その一方では、２位にあげられた「子どもへの学歴

期待感」は74.1％と高まっており、加えて、３人に１

人は「まわりの子がしている習い事をさせていないと

不安」であると、ほぼ前回と同様の回答があった。 

「学歴期待感」を国籍別に比べると、南米や東南ア

ジア出身の保護者の９割前後があげており他より顕著

に高かった。 

Data10 保護者の子育て生活の受け止め方(経年比較) 

 
 図 1-23 保護者の子育て生活の受け止め方（とてもそう思う+ややそう思う）上位 11項目 

 
                             N=2002 (2000 年)  N=2065 (2011 年)                                

 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
               

 

子育て不安は減少し、子どもを育てる満足感が上昇している 

その一方で「子どもへの学歴期待感」は高まっている 

30.4 

30.5 

33.6 

35.8 

39.2 

50.4 

56.0  

61.2 

61.2 

74.1 

86.1 

39.6 
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37.9 
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46.5 

57.5 
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子育てだけでは社会に取り残される感じがする 

とても心配症で、くよくよ気に病むほうだ 

まわりの子がしている習い事をしていないと不安 

叱りすぎるなど、厳しくしているのではないか 

子どものしつけのしかたに自信がもてない 

子どもを感情のままに叱りつけることがある 

仕事・趣味など子育て以外で充実感を感じる 

親としての自分に満足している 

子どもが悪いと自分の責任のように思える 

子どもには自分以上の学歴をつけたい 

子どもを持つことで自分自身が成長した 

2000年 

2011年 
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 母親の就労状況は常勤者が 41.5％、パートやフリ

ーが 44.2％、専業主婦・無職が 10.3％で、働く母親は

常勤者とパートタイマーを合わせると 85.7％になる。 

その職種は基本的属性３頁に詳細があるので、ご参

照いただきたいが、会社員 36.7％、販売・サービスが

14.0％、自営業7.9％、技術・労務7.8％と広範にわた

る。 

「子育て生活の受け止め方」の設問 18項目の中で 

就労状況で明らかに相違があった９項目の中から６項

目を上の図に示した。 

前頁の父親を含む保護者の「子育て生活の受け止め

方」でも一番にあげられていた「子どもを持つことで 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分自身が成長した」は常勤者が最も高い自己肯定

感を示していた。その他の項目では、子どもと長い時

間一緒にいる専業主婦は、常勤者に比べて子育て焦燥

感や不安が高かく、「現在の生活をむなしく感じること

がある」や「子どもを思わず叩いてしまうことがある」、

「よその子どもと比べて落ち込むことがある」など、

８～10ポイント近い開きがあった。 

常勤者の場合は、園の先生と子育てをともに行い、

家庭と職場で生活の場の切り替えができる反面では、

「子どものしつけのしかたに自信がもてない」母親が

２人に１人いた。パートやフリーで働く母親は、基本

的に常勤と専業主婦の中間の位置づけを示していた。 

Data11 母親の子育て生活の受け止め方（就労状況別） 

 
図 1-24  母親の子育て生活の受け止め方 （就労状況別） 

 
                                            N=1607                       

 

常勤者は専業主婦に比べて自己肯定感が高く、子育て不安感が低いが、 

「しつけのしかたに自信がもてない」。パートタイマーは両者の中間の位置づけ 
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P<.01 
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P<.05 

子どもを思わず叩いてしまうことがある 
P<.05 

子どものしつけのしかたに自信がもてない 
P<.05 

仕事、趣味やサークル、スポーツ、宗教など 
子育て以外のことで充実感を感じている 

P<.05 

子どもを持つことで自分自身が成長した
P<.0001 

常勤 (695) 

パートやフリー (740) 

専業主婦 (172) 
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園生活での子育てづきあいを母親はどのように受け

止めているのであろうか。毎日のコミュニケーションには

日本語能力が関わってくるが、日本で生まれ育っても、

子育てづきあいは苦手で消極的な母親も少なくない。こ

れは国籍を越えてパーソナリティや個人特性による要素

も大きく関係することを示している。 

そこで「知らない人でもすぐに友達になれる」、「他の

親達が話しているところに気軽に参加できる」、「人とつ

きあうよりも一人でいるほうが好きだ」など６項目の設問

をし、その得点で『子育てづきいあい積極的・親和性傾

向』の高低でグループに分けた。その高低で園生活の感

じ方を比べると、子育てづきあいに積極的傾向が高い母

親は図 1-25 のように、「親同士が知り合いになれる・園

の 

が高い母親は図 23 のように、「親同士が知り合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の先生が相談相手・日本人の親や子どもが話しかけてく

れた」など、外部の要因に目を向けていることがわかる。

一方、積極的傾向が低い母親は図 1-26 のように「日本

人の親とのつきあい・親の参加行事や親が準備するも

のが多い」など自分自身が園生活に関与することへの

負担感が明らかに高かった。また、母親の日本語能力で

比べると「ぜんぜんできない」1.9％の人は子育てづきあ

いに消極的傾向が高かったが、他の日本語が「よくでき

る・あまりできない」人達は積極的傾向に差がなく、「少し

できる」母親は、むしろ子育てづきあいに積極的傾向が

低い人が多く、状況や個人差があることが表れていた。

これらの結果からも、園の先生から母親の個性に対応し

た働きかけが必要であることが示唆された。 

Data12 母親の子育てづきあい 

 

 

 

図 1-25 子 育 て づ き あ い と 園 で の 対 人 意 識 ( ％ )    図 1-26 子 育 て づ き あ い と 園 生 活 意 識 ( ％ )
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毎日の子どものしつけや教育の情報を得る時に、保

護者はまわりの人達やさまざまなツールをどのくらい活

用しているかを「とても活用している」から「ぜんぜん活

用していない」まで４段階でたずねた。そして、「とても活

用している＋やや活用している」を合算した結果で、上

位５位にあげられたのは、①配偶者69.9％、②園の先生

63.5％、③同じ出身国の友達54.9％、④近所ではない友

達50.0％、⑤自分の親48.4％であった。2000年調査と比

べると、上位３位は同じ順位であるが、前回４位の「テレ

ビ・ラジオ」は８位に下降し、16 位の「インターネット」が７

位に上昇して情報環境の変化を示していた。 

国籍・地域別に４位までを比べたのが表３である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「配偶者」や「園の先生」は国籍を越えて身近な情報 

源として活用されている。また、「同じ出身国の友達」や

「近所ではない友達」は同じ言語や子育て文化を背景に

もつネットワークを活用している様子がうかがえる。とく

に、韓国・中国・台湾・日本は、その信頼判断理由として

『親近実用性』や『専門性志向』が共通していた。 

さらに、自分の親との同居率は実父が 1.9％、実母は

3.2％と低いにもかかわらず「自分の親」を活用情報源と

していた。「インターネット」や「育児書など専門書」は、母

語での情報入手が可能で、いつでも必要な時に利用で

きる有効な子育て教育の情報源として位置づけられてい

た。 

Data13  保護者が活用するしつけ・教育の情報源 

   

 表 1-8  国籍・地域別の保護者の活用情報源 （上位 4 位）          

 
                                 N=2065  数値は％（人数） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

保護者の活用情報源は国籍で異なるが、「配偶者・園の先生」が活躍 

親近実用性や専門性志向が共通する韓国・中国・台湾・日本 

　　　　  国籍・地域別の

　　　　　　　　　　　　順位 　　第1位 　　第2位 　　第3位 　　第4位 合計
 
  活用情報源の順位  項目人数

 1. 配偶者 バングラデシュ 台湾 アメリカ インドネシア

69.9 92.9（13) 87.5（14） 87.1（27） 82.6（19） 1787

 2. 園の先生 　　台湾 　　中国 　　日本 　　韓国

63.5 100.0（16） 83.7（497） 83.2（233） 79.8（142） 1817

 3. 同じ出身国の友達 インドネシア 　　中国 　　韓国 ペルー

54.9 78.3（18） 71.5（424） 69.6（126） 66.7（36） 1818

 4. 近所ではない友達 　　日本 　　韓国 ブラジル 中国

50.0 67.7（189） 65.0（117） 60.2（100） 58.9（344） 1798

 5. 自分の親 　　日本 ベトナム ペルー 中国

48.4 65.2（172） 60.9（14） 60.7（34） 54.9（320） 1775

 7. インターネットやブログ 　　韓国 　　中国 　　日本 タイ

44.5 62.7（111） 59.2（343） 52.7(145） 43.3（13） 1781

 11. 育児書など専門書 　　韓国 　　中国 　　日本 　　 タイ

38.1 57.1(101） 54.7(320） 38.8（108） 37.9（11） 1790
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母親は多くの情報環境の中から自分にとって有益で

信頼できる情報源を確かな基準枠で選んでいる。 

 そこで、しつけや教育の情報源として、「信頼してい

る判断理由」について、個々にどのくらい重要視して

いるのかを「とても重要である」から「ぜんぜん重要

ではない」までの４段階で尋ねた。それらを分析した結

果では４つの要因に分かれた。ひとつ目は、「自分が育

ったように子どもを育てたい、夫が育ったように子どもを

育てたい、自分の家らしい子育てをしたいので」の『ファ

ミリー意識』であった。２つ目は「経験や体験内容が豊富、

子どものことをよく知っている、同じ年ごろの子どもが 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いてわかりあえる、身近で相談しやすい」などの『親近実

用性』であり、３つ目は、「正確な情報が手に入る、最新

情報が手に入る」などの『専門性志向』であった。４つ目

は「個人的なことが守られる、自分の身内である」の『独

自性』に分類された。 

 さらに、信頼する判断理由 13 項目を、「とても重要であ

る」と「やや重要である」を加算したのが図1-27 である。  

母親達は、『親近実用性』の内容項目を、いずれも8割

前後が重要としており上位にあげていた。次いで、『専門

性志向』の要素が続いており、実践的で役に立つ情報と

正確な専門情報をも求めていることを示していた。 

Data14 母親の高信頼しつけ教育情報源の判断理由  

 

図 1-27  母親の高信頼しつけ教育情報源の判断理由 （とても重要である+やや重要である） 

 
                                               N=1676 (2011 年)  

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

信頼する情報源の判断理由は、『ファミリー意識』・『親近実用性』・ 

『専門性志向』・『独自性』。母親は確かな基準枠で選定している 
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子どものことをよく知っていること 
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母親がまわりの家族や友達など身近な相談相手から

さまざまなメディアまで 17項目の「しつけ・教育情報

源」を、どの程度活用しているのかをたずねた。さら

に、それらの中で最も信頼する情報源は誰か、または、

どれかを一つだけ選定してもらった。上位にあげられ

たのは、①配偶者 17.2％、②実家の親 15.5％、③園の

先生 11.7％、④育児書や教育書などの専門書 6.7％、

⑤インターネットやブログ 4.7％であった。2000年調

査と比べると、上位４位の順番は同じであったが、「実

家の親」が11.1％から 15.5％へ、５位の「インターネ

ットやブログ」は 0.6％が 4.7％へと急上昇していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加えて、母親達は携帯電話やパソコンから子育てや教

育情報を検索している様子が書かれていた。 

第１位の配偶者は最も身近な相談者である。２位の

「実家の親」へは、たとえ離れて住んではいても、子

どもを育てることで、今まで以上に「心のよりどころ」

として高い信頼を寄せていた。「実家の親」を信頼する

判断理由として重要視する要因としては、『ファミリー

意識』や『親近実用性』が高くあげられていた。３位

の「園の先生」は、多文化な母親にとっては、わが子

をともに育てており、日本のしつけや教育についても

日々聞くことができる信頼できるキーパーソンである。 

Data15 母親の高信頼しつけ教育情報源 

 

図 1-28  母親高信頼しつけや教育情報源 上位 10 項目 

 
                                  N=1642 (2000 年)  N=1676 (2011 年)  

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

高信頼情報源は、「配偶者・実家の親・園の先生」であり、 

母親の子育てや教育の心のよりどころ（準拠者）でもある 
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日本で子育てをしていてどのような支援があるとよ

いと思うか、また多文化子育てへの提案について自由

に意見を書いてもらった。保護者の 47.2％で 975 人が

意見を記入してくれた。内容の総件数は 1473 件であっ

た。なかでも多かったのは、「母語通訳や外国語での

情報の必要性」17.9％であった。保育所に母語が話せ

る先生・通訳がいてほしい、役所・学校・病院などの情

報が多言語であったらと望んでいる。「子育て手当ての

増額･経済援助・家事援助」10.8％であった。安定した

収入や子育て手当の継続・教育費の支援について書

かれていた。 

「子育て相談・情報、教育支援」10.5％、「母文化・母語

の教育や学習の支援の機会」10.2％、「日本のしつけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

や保育・教育に不満･不安」8.7％、「保育者･教育者の

質の向上や多文化理解の促進」7.8％、「保育所の増設

希望・入所条件の緩和」6.9％、などであった。また、

園・学校・地域での多文化交流の機会、子どもへの日

本語･日本文化の教育、偏見や差別をしない、子ども

への能力開発･学力向上、多文化子育てへの提言、働

く保護者への援助など、その内容は多岐にわたってい

た。 

一方で、13.9％が「園の先生や現状の支援に満足･

感謝」していた。子育て手当てや現状の支援に助かっ

ている、園や役所に母語を話せる通訳がいる、多言語

で情報を提供してくれるので感謝していると記述されて

いた。園や地域によって格差があることがうかがえる。 

Data16 保護者が提案する子育て支援 (多文化) 

 

図 1-29 子育ての提言についての自由記述の内容                     

 
                                                        

 
     保護者の 47.2％（975 人）が意見を記述、内容の総数は 1473 件 

母語通訳や外国語での情報の必要性を感じている保護者は 17.9％ 
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子育てへの提言についての自由記述の内容を保護

者の滞在年数別にみた（図 1-30）。滞在年数が短い保

護者ほど多く、長くなると減少しているのは、「母語通

訳や外国語での情報の必要性」、「子育て相談・情報・

教育支援」である。 

滞在年数が長くなるほど多くなっているのは、「日本

のしつけや保育・教育に不満・不安」である。図表には

示していないが、「多文化子育てへの具体的提言」、

「園・地域・学校で多文化交流の時間や機会」も同様の

傾向であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

滞在年数が 20 年以上の保護者に多かったのは、

「子育て手当の増額・経済援助・家事援助」、「保育者・

教育者の質の向上や多文化理解」である。 

滞在年数が 3 年未満と 20 年以上に少なく、3 年から

20 年の保護者に多かったのが、「母文化・母語の教育

や学習支援の機会」、「子どもの能力開発・学力向上」、

「子どもの日本語・日本文化の教育」である。 

「園の先生や現状の支援に満足・感謝」は、滞在年

数に差がみられなかった。 

このように内容は滞在年数によっても異なっていた。 

 

 

図 1-30 滞在年数別の子育ての提言の内容 

 

Ｎ＝50(0～3 年未満)、385(3～10 年未満)、352(10～20 年未満)、142(20 年以上)、N=975(全体) 
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3.5 4.4 

7.0 
8.8 

母語通訳 

外国語で 

の情報の 

必要性 

現状に 

満足感謝 

（園の先生 

･支援状況） 

子育て 

手当の 

増額･ 

経済援助 

子育て 

相談･ 

情報･ 

教育支援 

母文化･ 

母語教育 

や学習支 

援の機会 

日本の 

しつけや 

保育教育 

に不満 

保育･ 

教育者の 

質や多文 

化理解 

0～3年未満 3～10年未満 10～20年未満 20年以上 全体 

         提言の内容は滞在年数によって異なる 

母語通訳や外国語での情報の必要性は滞在期間の短い保護者に多い 
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● 保育所に通訳 

「日本語がわからない両親をサポートするために保

育所に通訳がいて欲しいです。通訳を通して子どもた

ちの日常の生活を語ってくれたらありがたいです。お

願い！」              （４歳・ブラジル・41 歳） 

「希望として、子どもが初めて入園するときに通訳をつ

けてほしい。４，５ヶ月通訳が付いたら、コミュケーショ

ンもうまくいくと思うし、その期間が終われば、子どもが

一人でも大丈夫だと思う。最初のほうで自信がつくか

ら。」                  （４歳・ペルー・26 歳） 

● 母語通訳や外国語での情報がほしい 

「小児科などの病院、市役所、公共施設に１人でもいい

から、通訳（英語でもいいので）できる人がほしい。」 

       （４歳・フィリピン・41 歳） 

「学校の活動や予定を英語かタガログごで書いてほ

しい。 もっと理解することができ、私が夫に読んでもら

わなくていいからです。」   （２歳・フィリピン・30 歳） 

「いつもしやくしょやパンフレットなどなかなかインド

ネシアごないので、インドネシアごあればもっとたすか

ります。」            （４歳・インドネシア・27 歳） 

「保育園や学校の申し込み用紙とかはスペイン語版

があればいいと思う。少なくともひらがなかカタカナに

してほしい。」          （３歳・コロンビア・26 歳） 

● ひらがなで書いてほしい 

「子どもから２年間保育園でもらったすべてのパンフ

レットや、子どもに関しての子育てのものが一つもわか

らなかった。全部漢字で書いてあり、ひらがなであれば

読めますが、本当に大事な情報だと思いますが残念で

す。 私のような人は、日本についてはたくさんの質問

があります。英語で書いてあればと思います。大事な

ことだけでも翻訳してほしい。私のような外国人には、

ひらがなで書いてほしい。そうするとわかりやすくなり

ます。」               （４歳・フィリピン・30歳） 

 

 

● 母語教育の必要性 

「母語教育は難関です。特に私達のように日本語が

夫婦間の共通語の場合、子供にちゃんとそれぞれの

母語を教える時間が限られています。なんとかクリアし

なければならない悩み事です。」 （３歳・中国・37 歳） 

● 母語を学べる場があれば 

「私個人としては、ベトナム語教室があったらいいと

思っています。もっと一般的にいえば、それぞれの外

国籍の人たちの言語が学べるところがあればというこ

とです。なぜなら母語はとても大切なことだからです。」 

      （４歳・ベトナム・38 歳） 

「子供に中国語と中国文化を学習の支援。」 

（５歳・中国・37 歳） 

● 子育て環境の充実 

「もっと子育てしやすい環境（産休、育休が取りやす

かったり、保育園等を増やしたり、誰でも入れるように

したり、国がもっと金銭的に支援したり、（産むのも育て

るのもお金がかかり過ぎる！）支援を増やしてもらいた

い。）                  （４歳・中国・40 歳） 

「日本にいる人々は働きすぎていて、家族全員です

ごす時間がみじかすぎる（両親がともにいても）。」 

（２歳・スロバキア・34 歳） 

● 父親も子育てを 

「いまの子育ては母親中心になっていて、仕事をし

ても、子供病気すると休まないといけません。もっと、

父親も分担できるようして欲しい。保育所に入れないし、

もっと保育所の数を増やして欲しい。保育所の料金高

いです。パートの時間給で払えない時がある。（無料化

か、安くするかをして欲しい）」 （６歳・無記入・無記入）  

「特に男性（パパ）は会社での育児に関する制度が

まだまだ整っておらず、子が病気の時休みは取りづら

い。同じく育児休業もとりづらい。日本の法律改善を強

く要望します。」        （２歳・ミャンマー・48 歳） 

自由記述の具体的内容 

貴重な意見や提言が多く書かれていたので、一部を紹介したい 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 



33 
 

● 保育園に入園しやすく 

「もっと保育園に入りやすくすることが必要だと思い

ます。仕事していないと入れないので、孤立してしまう

おそれがあります。（仕事していても入りにくいが）外国

での子育ては、とても孤立しやすい。私の場合も、通園

することで、孤立からぬけだすことができたと思いま

す。」                  （３歳・中国・35 歳） 

「家の近くの保育園に入れるようにしてもらいたい。 

園からの連絡の書類を、外国語バージョンも作成して

もらいたい。（話しは出来ても、漢字が読めないので）」 

（３歳・フィリピン・27 歳） 

「保育園入るための条件が今だに納得できずにいる

のですが、働いていないと入園が後回しされるというこ

となのですが臨時保育で預けられるほど余裕がない

のに臨時保育に入ってる人は先に優先され、家計が苦

しくても働いていないと後回しにされるというのはいか

がなものか。保育園が少ないかもしれないが、入園を

待ってる間の高くない臨時保育があればと思います。」 

（３歳・中国・27 歳） 

● 子育て相談の場を！ 

「子育ての困る事相談できたら一番嬉しいです。」 

（１歳・中国・35 歳） 

 「子育て情報と子育ての悩みについての相談相手、

この二つの支援があるといいと思います。略」 

                     （６歳・中国・33 歳） 

● 安定した収入と支援を 

「仕事で外国人として日本で頑張ってきているので

仕事が安定して収入が得られるといいなと思います。」 

       （３歳・フィリピン・26 歳） 

「手ごろな家政婦や家事援助サービスがあれば非常

に助かると思います。」      （４歳・カナダ・38 歳） 

「日本語と日本文化学習支援、日本人と交流の機会

を増やす支援。教育専門家の子供教育サポーターの

支援。」                （６歳・中国・33 歳） 

● 食事への配慮を 

「宗教上の理由での食事制限、対応できる園が意外

と少なかったりする。 イスラム社会の浸透。」 

（２歳・日本・31 歳） 

「アレルギーの子供のかわりの食事のようにブタ肉

禁の子のかわりの食事を作ってもらえると助かります。

今はぬいてもらっているだけです。」（５歳・日本・34 歳） 

● 病児保育の充実 

「仕事をしながら子育てをしていますので、子供が病気

の時にいちばん困ります。病児保育室をもっと増やし

てほしいです。」           （１歳・中国・35 歳） 

「病気になって保育園で子供をあずけられない場合、

他に病気の子供をあずけてくれる所や、お金を払って

もいいので子供の世話をしてくれる人を紹介してほし

いです。」             （１歳・スリランカ・29 歳） 

● 現状に感謝 

「母国の歌を取り入れ園で歌ったりしてもらい、うれ

しく思う。子どもに受けいれやすい歌から異国を知るい

い機会になると思うので、これからも続けてほしいと思

う。」              （４歳・インドネシア・32歳）。 

「毎月子どもがもらっている支援が一番いいです。お金

に困っている時に役立ち、病院の支払いなどで本当に

助かります。」           （３歳・フィリピン・21歳） 

● 多文化子育てへの提言 

「多文化子育てについて、一般的に子供の背景が欧

米圏、あるいは家が経済的に豊かであると肯定的にみ

られるが、そうでない場合日本への「同化」が求められ

る（子供にも親にも）傾向にあり、親子ともに負担、ある

いは背景がほこれないなどのネガティブな影響がある

と感じます。そういったバイアスがなくなるような支援、

まずは学校の先生などの意識の変革や、外国人が多

い地区に多文化教育専門の職員をおくなどがあれば

よいと思います。」           （４歳・日本・33 歳） 

「日本人が外国のことを知ることが重要です。」 

                  （２歳・ネパール・36 歳） 

「いろんな人がいてあたりまえ、という環境がもっとも

っとできてくればいいなあと思います。略」 

（３歳・日本・35 歳） 

「外国の文化を保育園がもっとよく知ることです。そ

して保護者と子どもたちに教育するべきです。差別の

大部分は親が原因であり、そこから子どもたちへ伝わ

るのです。いじめは大人から学んだ行動であり、もし、

より多くの異なる文化に触れさせれる教育が行なわれ

たら、保護者も子どもたちももっと心を開いて異なる背

景をもった子どもを受け入れることが出来るようになる

と思います。             （４歳・ロシア・35 歳） 

 

          （子どもの年齢・国籍・保護者の年齢） 
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ここでは、外国人保護者の自立的な子育てのために、

地域においてどのような多文化支援が可能なのか、空

間軸と時間軸に注目して考えた国際交流協会での事

例を表として示した。 

保護者が最初にぶつかる言葉の壁に、母語の通訳

や多言語情報が望まれているケースは多い。物理的

に応じられない場合、外国人支援のための日本語ボラ

ンティアは、相談の窓口につながる可能性がある。  

さらに、日本語活動の場を、子育て中の日本人保護

者と外国人保護者が情報を交換できるように設置した

場合、外国人にとっては、日本人の「ママ友」ができ、

日本人にとっては保育の中に「多文化」の視点を得る

ことができる双方にとって良い関係が生まれる可能性

がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加えて、こうした活動は地域で点在する外国人同士

をつなげ、ビアの創出や外国人コミュニティ活動へと発

展する可能性がある。 

 中長期的に見ると、子どもの成長と共に外国人保護

者は世代間でのつながりが断たれてしまう可能性があ

り、子どもと親をつなぐ取り組みが重要となってくる。

「母語教室」は子どもの母語習得の内実以上に保護者

の自己肯定感やエンパワメントにつながる可能性が大

きく重要であるが、公的保障がされていないために取

り組まれているケースはまだ少ない。 

 表1-9に示された取り組みは、ごく小規模な実践であ

るが、外国人の子どもの育ちや教育に関わる機関に

従属する専門家などの協力により効果があげられると

考えられる。 

子育て支援を必要とする状況 支援アクター 取り組み事例 成果の事例 

 

日
本
に
お
け
る
外
国
人
保
護
者
の
自
立
的
な
子
育
て
を
妨
げ
る
要
因 

地
域
内
で
の
「
つ
な
が
り
」
の
欠
如 

（
空
間
軸
で
の
課
題
） 

知人がいない 外国人支援のための 

日本人ボランティア 

おしゃべり、よろず相談  

日本語活動 

地域住民との信頼関係 

安心できる相談窓口の設置 

安全な居場所の確保 

友人や仲間が 

いない 

外国人支援のための 

保育ボランティア 

子育て中の日本人保護者 

多文化保育 

親子連れでの活動と 

情報交換 

子育てに関する情報収集 

日本人の「ママ友」（ビア）

づくり 

親族・民族コミュ

ニティがない 

親族・民族が集える場所と機会の提供 

宗教や文化的催事（まつりなど）が地域で 

取り組まれる 

多言語での情報提供 

エスニックメディア 

同国、同民族のピアや 

ロールモデルを輩出 

母語での情報や意見交換 

外国人コミュニティによる

地域貢献 

世
代
間
で
の
「
つ
な
が
り
」
の
断
絶 

（
時
間
軸
で
の
課
題
） 

本国の親とのつな

がりが薄くなる 

外国人の総合的支援機関 

 

外国人の子どもの育ちや

教育に関わる機関（医療・

保健・保育・学校教育・福

祉機関）に従属する専門家 

 

 

母語教室 

 

子どもの発達やアイデ

ンティティに関する 

助言や励まし 

 

子どもの文化的背景へ

の積極的な理解（国際理

解教育・異文化理解教育

など）の推進と保護者の

関わり 

外国人保護者の自己肯定感

の奪回・エンパワメント 

 

本国の親族とのつながりの

回復 

 

子どものアイデンティティ

形成・親への尊敬 

 

 

日本育ちの子ども

とのディスコミュ

ニケーション 

親子の社会的地位

の逆転 

表 1‐9 多文化子育て支援の取り組み 

      地域における多文化子育て支援の取り組み            

      ― 国際交流協会の地域での事例から ― 
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